
 

名 称 ＮＰＯ法人将棋普及協会ちば 

所 在 地 千葉県木更津市東中央 3 丁目 5 番 11 号 

目 的 年齢性別国籍を問わず日本の伝統文化である

将棋を学びたい全ての人に普及伝承を図り、

青少年の健全育成、成人の生涯学習、地域間

の人の交流を促進し、且つふれあいのあるま

ちづくりを進めることを目的とします。 

社 員 この法人の目的に賛同して入会した個人又は

団体 

賛助会員 この法人の目的に賛同し、活動を支援する個

人又は団体 

利用会員 この法人の目的に賛同し、法人の事業に参加

出来る個人または団体 

沿 革 平成 12 年 内田義夫と松本璣による第一回 

こども将棋大会開催 

平成 13 年 木更津将棋同好会発足 

第二回・三回こども将棋大会開催 

平成 14 年 第四回こども将棋大会開催、以降

６回続く 

平成 15 年 文化庁伝統文化活性化事業指定集

団となる。以降補助事業集団継続 

平成 16 年 鈴木環那杯第一回将棋大会の開催 

以降毎年開催四回続く 

平成 21 年 鈴木環那杯争奪第一回アクア将棋

大会の開催 以降十二回へと続く 

平成 22 年 「NPO 法人将棋普及協会きさらづ」

と改名 組織変更する 

「親と子の将棋教室」開催(主管) 

主催 文化庁・日本将棋連盟 

第６回文部科学大臣杯小・中学校

将棋団体戦千葉県南部地区予選選

考会開催 以降７回８回と続く 

平成 25 年 「関連団体」日本将棋連盟かずさ

支部発足 

平成 30 年 ＮＰＯ法人将棋普及協会ちばと団

体名変更 

令和 2 年 第 12 回アクア将棋大会 コロナ      

感染拡大により中止 

金田地域交流センター 案内図 

教室会場  木更津市金田地域交流センター 

住    所  木更津市金田東 6 丁目 11−1 

ＴＥＬ    0438−97−6292 

事 務 局 松本 璣 

住所 千葉市若葉区加曽利町 343-107 

ＴＥＬ 043-310-7156(FAX) 

ホームページ         ブログ 

 

 

 

 

 
http://kisaradu-shogi.com  https://blog.goo.ne.jp/shogi9981 

 

理 事 長 松本 璣 名誉顧問 故橋口武信 

副理事長 井口 健一 顧 問 石井 宏子 

正 会 員 樋口 達志  〃   高橋 浩 

 〃   宮原三枝子  〃   平野 明彦 

 〃   細矢 周  〃   永原 利浩 

 〃   渡邉百々香  〃   田中 紀子 

監 事 酒井 美和  〃   金子 康男 

ＮＰＯ法人 

将棋普及協会ちば 

入会の案内 
日本の伝統文化(将棋)の普及を 

団体概要 ・沿革  開催場所  問い合わせ等  
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こども将棋教室 (練成会) 

団体紹介及び挨拶 主な事業  

伝統文化活性化事業  

共催事業   

会員の特典  

アクア将棋大会 

出張（縁台）将棋 

交 流 会 

王将位争奪将棋大会 

縁 台 将 棋 

練 成 会 

ＮＰＯ将棋普及協会ちばは、日本古来の伝統文化のひとつで

ある将棋を学びたい多くの人達の年齢・性別・国籍を問わず全

ての人達に普及伝承を図り青少年の健全育成・成人の生涯学習

―自己実現、更に人と人との交流を深め、潤いのあるふれ合い

社会の実現を目的とした団体組織であります。 

戦後の日本の復興と高度経済成長の中で、娯楽文化が多様化

し、将棋人口が著しく減少した時期もありましたが現在、ゲー

ム機の中から将棋に出会い又将棋の脳への効用が認識され、加

えて国際化時代（グローバル）の中にあって自国の文化に根ざ

した世界観、日本古来の文化の振興の必要が問われる中で、将

棋熱の再燃をもたらしていると思われます。 

本会もこの時代の要請に応えていく団体としてその活動を積

極的に推進してまいります。 

 

正 会 員 年 会 費 4,000 円 

賛助会員 年 会 費 5,000 円 

受 講 生 入 会 金  1,000 円 

年間登録料 10,000 円(途中入会は別途) 

 

指 導 員   師 範 関 浩 七段 

日本将棋連盟 将棋指導員 松本 璣 

〃     指導員補佐 井口 健一 

      指 導 員   樋口  達志 

要 員 細矢 周 

 関連団体日本将棋連盟将棋普及協会ちば支部主催事業に 

無料にて参加出来ます。 

 日本将棋連盟販売品を割引価格にて購入出来ます。 

 段級認定（三段迄）を当会の日本将棋連盟公認将棋指導員が

行い認定状を交付します。 

 将棋に関する書籍を無料貸出します。 

 当会の事業の参加で発生した障害事故には、加入保険会社 

より最高 200 万円迄の補償があります。 

毎年４月初めより翌年 3 月末迄、毎週日曜の定められた日の

教室開講日にいつでも参加出来ます。 

対象は将棋を覚えたい、強くなりたいというお子さん（大人で

も）であればどなたでも構いません。 

プロ棋士及び日本将棋連盟公認のコーチ陣他のメンバーが

懇切ていねいに教えます。第２、４日曜にも自由対局を中心に

開催していますので将棋が指せるようになればこちらにも参

加出来ます。 

年度終わりの３月には段級認定を行い認定状を交付します。 

鈴木環那女流二段(当時)を招き鈴木環那杯争奪アクア将棋大

会と銘打ち毎年２月初めに開催しました。木更津、君津市をは

じめ県南の各市町村教育委員会及び日本将棋連盟等の後援を

いただき東京湾に面する各都県の小中学生から大人までの将

棋愛好家を対象とした県下最大規模の大会です。 

大会はリーグ戦後、決勝トーナメント戦、プロ棋士との指導

対局、抽選会などの企画もあり楽しい一日が過ごせます。 

県内各地の学校、幼稚園等に赴き、将棋の楽しさを体験して

もらいます。その他、地域のお祭り、地区の行事等へ出張し、

縁台将棋と称し屋外にても将棋を通じた交流を行います。 

秋・年末と会員及びその家族を対象とした交流会を行ない、

将棋や将棋にちなんだゲームを通して交流を深めます。 

平成１５年より、文化庁の推進する伝統文化活性化事業（親

子教室）の指定集団となり日本の伝統文化の一つである将棋を

普及する団体として国の補助を受け活動を継続しています。 

隔月最終日曜日に会員並びに一般愛好者を対象に金田地域

交流センターにて午後１時よりハンデ戦（レーティング方式に

よる駒落ち）１５分切れ負けにて行っています。 

優勝・準優勝者には賞品を授与し年度末には各月優勝者によ

る年間の王将位決定戦を行います。 

木更津市西口駅前ロータリー及び高柳桜まつり、巌根こども

フェスティバル、木更津こどもまつり、木更津中央公民館まつ

り等、縁台将棋を展開し一般参加による自由対局を行っていま

す。 

毎週日曜日午後１時より木更津市金田地域交流センターに

て自由対局を中心に棋力向上の勉強会も行なっています。 

文化庁伝統文化親子教室「木更津こども将棋体験教室」の開催    


